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2016.2.1 ニュースレター第 67 号 

ゆる.ぷら倶楽部 ニュースレター No.67 

 

●まちづくり提案制度募集！ 

 まちを元気にするアイデアや活動

提案を募集します。 

●今月の体験会情報など 

・まちづくり相談会 

・アイシングクッキー（体験会） 

・口笛コンサート 

・冬の北欧からの贈り物（ギャラリー） 

・書写教室発表会（ギャラリー） 

●先月のゆる.ぷら 

・「夢のコラボ」作品展（ギャラリー） 

・手作りおもちゃ（体験会） 

・バレエストレッチ（体験会） 

・児童画、ポスター作品展（ギャラリー） 

●しばた１００選情報！ 

 「しばた１００選」に関する最新情報

を発信します。 

今月号の目次 

2 月 14 日はバレンタインデー！ 

現代は恋愛感情の有無にかかわらず、日ごろの感謝をプレゼントであらわす国民的行事となってい

ますね！全国ではバレンタインに関連した婚活イベントやイルミネーションなど数多くのまちづ

くりイベントを実施しています。柴田町でもそんな素敵なコトがいっぱいできるといいですね！ 

●地域づくり支援員リポート 

ゆる.ぷらを拠点に地域支援活動

をしている地域づくり支援員から

の巡回レポートです。 

●かおりのシバタンケン！vo.1 

地域おこし協力隊の鈴木香織さん

がまちの魅力を紹介します。 

２ページ目 ３ページ目 ４ページ目 



●ハートのアイシングクッキー体験会（平日と休日の２回開催！） 

 
バレンタインにぴったりのハートのクッキーに、可愛くデコレーションしましょう♪ 

開催日時：２月７日（日）、９日（火）１１:００～１２:３０ 

費  用：５００円（クッキー２枚） 

持 ち 物：エプロン、持ち帰り用袋 

定  員：各日１０名 ※対象は４歳以上 

申込期限：２月６日（土）まで 

●ギャラリー「冬の北欧からの贈り物」（2 月 2 日～2 月 14 日） 

●ギャラリー「公文コミセン前書写教室成果発表会」（2 月 16 日～2 月 28 日） 

●祝！ゆる.ぷら公演６０回！「おしゃべり口笛コンサート」 

●平成２７年度 第４回 まちづくり提案制度（2 月 1 日～2 月 26 日） 

●まちづくり相談会 ～ゆる.ぷらにご相談ください～（2 月 3 日） 
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ゆる.ぷら インフォメーション 
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【 ２月の体験会やギャラリーなどのご案内 】 

アトリエ fleurir（フルリール）さんのカルトナージュ作品と北欧

生まれの人気キャラクターなどのシャドウボックスや立体カード

の作品を展示します。額中の立体的な世界をお楽しみください。 

 

日頃の学習成果の発表です。今回は、オリジナルカレンダーの展示もします。 

 

～ゆる坊メモ♪～ 

カルトナージュとは厚紙で組み立

てた箱などに紙や布を張り付けて

仕上げるフランスの伝統工芸です。 

口笛奏者の夢尾見太郎さんによる口笛コンサートです。今回ゆる.ぷらでの公 

演が６０回目になります！ ２月のテーマは「もうすぐ楽しいひな祭り」 

費用は無料です！ぜひお越しください。 

日  時：２月７日（日）１３:３０～１４:００ 

 

１月のコンサートの様子→ 

夢尾見太郎さんと弟子の Hanaちゃん 

住民同士がふれあいを深めるための取り組みやユニークなイベントの開催などまち(地域)を元気

にしていく意見・実践提案を募集します。あなたのひらめき、工夫や行動をまちづくりへ活かしませ

んか。募集期間は２月２６日（金）まで。 

基本テーマ／「みんなで育てる 笑顔輝く 元気なまち」 

特に町内に新たな仕事や人の流れを創る提案を募集します！ 

※提案制度に関する詳しい内容を記載した募集要領は、まちづくり政策課、まちづくり推進センター、槻

木事務所および生涯学習センターに備え付けているほか、町ホームページからもダウンロードできます。 

【 まちを元気にするアイデア・活動提案の募集！ 】 

地域づくりや市民活動をする上で、お困りごとはありませんか？「町内会や自治会をもっと元気に

したい！」、「こんな活動がしたいんだけど…」といった、さまざまな相談に対応いたします。 

開催日時：２月３日（水）１３：００～１７：００ ※次回は、３月２日（水）に開催します！ 

場  所：ゆる.ぷら ギャラリースペース   定  員：４名（団体）相談は１回５０分程度 

費  用：無料（予約制※あらかじめ相談内容を伺います） 

対  象：ＮＰＯや市民団体、自治会などの関係者、これから『なにか』をしたい方 など 

問合せ先：ゆる.ぷら（まちづくり推進センター）電話 ８６－３６３１ 

ゆる .ぷら

に行こう！ 



●手作りおもちゃ体験会（1 月 14 日） 

 

●「川をきれいにする児童図画・ポスター入選作品展」 

●2016 年「夢のコラボ」作品展（１月 5 日～1 月 17 日） 

 

●バレエストレッチ（健康体操）体験会（1 月 20 日） 

 

（1 月 21 日～1 月 31 日） 
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ゆる.ぷら インフォメーション 

おもちゃコンサルタントの山田さんを講師に、軍手のパンダ人形を作り

ました。体を握ると「ぴっ！ぴっ！」と音が鳴り、耳には、鈴が入ってい

るので、振るだけでも音がでる可愛いぬいぐるみの出来あがり。愛情たっ

ぷりの手づくりおもちゃとなら子育てがもっと楽しめそうですね。 

次回の開催もご期待ください！ 

11 月からゆる.ぷら来

館者に書いてもらっ

た書は、「元気」「健康」

「共に」「魂」などみ

んなの気持ちが伝わ

る書道展となりまし

た。書いてくださった

みなさまありがとう

ございました。 

【 １月の体験会やギャラリーなどの様子 】 

今回の体験会参加メンバーで、健康体操サークルができました！２月１７日に

は体操教室を行います。興味のある方は、ゆる.ぷらまでお問い合わせください！ 

絵馬には、小学生の夢や優

しい気持ちが書いてあり、

大人になるのが待ち遠し

いですね。 

 

弥治郎こけしの雛こけし

など数多くの作品が飾ら

れ、その面立ちが心癒して

くれました。 

－こけし展！－ 

－招福絵馬展！－ 

－みんなの書道展！－ 

豊かな水環境の大切さを、子どもらしい発想と色鮮やかな表現で、阿武隈川流

域に住む児童が描いたすばらしい作品展でした。 

【 しばた１００選情報！ 】 

伝えたい・残したい・自慢したい、しばたの宝もの 

来月にはいよいよ「しばた１００選」発表で

す！右の写真は完成冊子のページイメージにな

ります。「しばた１００選」冊子は町内各施設や

選定場所等に設置予定です。みなさまへは「し

ばた１００選」マップとしてお配りする予定で

制作を進めております。お手元に届きましたら、

「みんなが選んだしばたの宝もの」に触れてみ

てはいかがでしょうか。 

↓
完
成
冊
子
の 

イ
メ
ー
ジ
ペ
ー
ジ
！ 

今年も良い年であ

りますように… 



(お問合せ先)  
 ■しばたまち交流ひろば ゆる．ぷら （イオンタウン柴田内） 

電話 86-3631  FAX 86-3641 
e メール yurupura@town.shibata.miyagi.jp 
開館時間 10：00～18：00 
<２月の休館日：１日、８日、15日、22日､29日 > 

 ■柴田町まちづくり政策課 
電話 54-2111  FAX 55-4172 

            

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 月 4 日は立春。暦の上では「春」ですね。 

前日の 3 日は節分です。邪気を払うという意味で「豆

まき」をして、福を巻き込むという意味の「恵方巻

き」をたべるそうですよ。今年は、南南東の方角を

向きながら恵方巻きを食べて、福をたくさん巻き込

んで暖かい春が来るのを楽しみに待ちましょう！ 

ゆる.ぷらスタッフ（尾森） 

ゆる.ぷら インフォメーション 

【   かおりのシバタンケン！vol.１ 】 

まちには地域を元気にする『仕掛け人』が存在します。入間田地区に住む高橋義征さんは、そんな仕掛け人

の一人。高橋さん宅に通じる長い街道は昔懐かしい看板が数多く飾られており、その光景はメディアにも取り

上げられ、一般の方が訪れる観光名所として密かに知られています。取材を通じ、地域の課題と看板街道造り

に隠された高橋さんの本意を探りました。 

看板街道を始めたきっかけは、旅行で訪れた十和田湖。道路美化活動で造られた綺麗な道路に感銘を受け「柴

田町にもこんな歩きたくなる道を造りたい」そう感じたそうです。それを契機にユーモアも交え、昔懐かしい

看板のある道を思いつきます。その結果、この地域にある変化が起こります。これまで会話の少なかった年配

の方々が、看板を見ては昔の事を思い出し、懐かしみ、そして会話に花を咲かせたのです。 

つまり、外出の機会や会話が減少しがちであった地域に、そのきっかけを生み出す場所を高 

橋さんは作り出しました。「懐かしさから生まれる会話がある」そう教えてくれる高橋さん 

の根底には、看板を見て懐かしむ時の笑顔が見たいという想いがあるようです。そして、そ 

の想いが趣味の物集めと合致し、今の活動に結びつきました。今後は、入間田中の道を「歩 

きたくなるような道」にしたいと語る高橋さん。 

その想いはまた新たな道をこの町に造ってくれるはず。 

【 地域づくり支援員リポート 】 

第２９Ａ行政区の「２９Ａいきいきサークル（女性ボランティア）」は、年間計画のもと高齢者対象の季節

に合ったボランティア活動を行っています。その一環として開講した、柴田町まちづくり出前講座を取材させ

て頂きました。柴田町でも被害が出ているという世間でも話題の内容の講座です。 

２９Aいきいきサークル（第２９Ａ行政区） ～みんなでつくろう！安心・安全のまちづくり～ 

 まちづくり出前講座の受講者５２名のうち最高齢者は９１歳の方でした。役場職員を講師とし、プロジェク

ターで映しだされる映像を観ながらの講座に、皆さん真剣な眼差しで聞き入っていました。柴田町の特殊詐欺

被害は、昨年度と比較し、被害件数は同じ３件でしたが、被害額は今年度約 1,180万円で昨年度より 4.7 倍に

上っている事に皆さん驚いていました。交通安全の話では、ライトオン（早め 

のライト点灯）ライトアップ（目立つ装備・服装）ライトケアフル（右側注意） 

という「ラ・ラ・ラ運動」の詳しいお話。その後のＤＶＤによる代表的な特殊 

詐欺と交通安全の観賞は、ドラマ形式で観ている方それぞれが危険なところを 

感じ取っている様子でした。オレオレ詐欺、架空請求詐欺、還付金詐欺等には 

絶対遭わないという事と、高齢者の安全運転に注意を問いかける大変有意義な講座でした。 

 町内の皆さんも特殊詐欺に遭わない事と、交通安全に注意して安心・安全に過ごして頂きたいと思います。 

柴田町地域づくり支援員  本郷 良治 大内 進 

‐皆さん真剣な眼差しの受講風景‐ 

‐高橋義征さん‐ 

柴田町地域おこし協力隊 

鈴木 香織 
≪地域おこし協力隊活動の様子は Facebook『地域おこし協力隊 宮城県柴田町』で検索！≫ 

ゆる.ぷら倶楽部 ニュースレター No.67 
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